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最終講義
経済学と私
岸　野　文　雄
1．はじめに
　先ほど通信教育部副部長の浅山先生よりご紹介がありましたように、私はこの3
月末をもって定年退職を迎えることになりました。1971年、創価大学開設とともに
本学に奉職し、現在まで42年間お世話になりました。大学の理事会、教職員、学生
の皆様、多くの関係者の方々に篤く御礼を申し上げたいと思います。
　さて、昨年12月末に花見通信教育部長から学部授業の「最終講義」をやるように
勧められました。しかし、私の抱いていた最終講義とは、著名な教授がその長い研
究生活を振り返るような高尚な講演をイメージしておりました。私のようなもの
が、最終講義と銘打って授業を行うのはおこがましいと思い、お断りしてきました。
　しかし、お世話になっている花見通信教育部長の強い要請でもありましたので、
恥を忍んでお引き受けすることにしました。そのようなわけで私のメインの専攻科
目である「経済学」の研究・教育にまつわる話を少々行って最終講義に代えさせて
頂きたいと思います。
2．「古希」記念の同窓会
　さて、私は昨年の10月、小学校時代の同窓会に参加してきました。昨年は同窓生
が70歳の「古希」を迎えた記念の同窓会でした。参加した同窓生は今ではみな高齢
者となりましたが、元気いっぱいで懐かしくも楽しいひと時を過ごしてきました。
　なぜ、このような話を述べたかといいますと、小学校を卒業してから現在を振り
返ってみると、アッというまの時の流れを実感したからです。言い古された言葉に
「光陰矢の如し」とか「歳月人を待たず」と言われますが、まさにこの言葉を痛感
した次第でした。在職中の40数年も年数としては長い年月ではありましたが、振り
返ると瞬時に思えます。その間にはもちろん、さまざまな出来事や経験、思い出も
数多くありますが、久しぶりに同窓生と話していると、当時の頃がつい昨日のよう
に思えるひと時でした。
　当時お世話になった先生方も3人ほど出席されました。食料のない時代の粗食が
よかったのだなどと語りあいました。同窓会が開かれた現在の東京・池袋駅界隈
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は、戦後の焼け野原が想像できない変貌を遂げていました。当時の東京は戦後の混
乱期にありました。そんな時代を描写した一冊の本が手元にあります。それは、東
大の教授を長らく勤められ、日本経済論の大家である橋本寿朗さんという方が著し
た『戦後の日本経済』（岩波新書、1995年）という本です。著者は私より4歳年下の
方ですが、戦後の同世代を経験してこられました。その著書では、「私の経験から
見た日本経済」として著者の見た当時の社会状況が鮮やかに紹介されています。私
にとっても子供の頃の社会・時代風景がよみがえってきます。懐かしくも遠い時代
が思い起こされます。
3．経済学徒としての道
　経済学徒として歩み出したのは大学院に進んでからとなりますが、修士課程（現
在の博士前期課程）では明治大学大学院、博士課程（博士後期課程）では駒沢大学大
学院で学びました。明治大学の大学院の頃は、まだ学生運動が盛んなころでした。
その頃はまだ創価大学の構想はありましたが建設されていませんでした。そんな
折、創価学会学生部のなかに「大学会」が結成され、私の属する「明大会」が結成
されました。その折、初めて池田先生と親しく懇談していただく機会を得ることが
できました。その日はちょうど東大の安田講堂で全学連と機動隊の衝突があった日
でした。先生はそれをご覧になってこられ私たちの結成式においでになりました。
　博士課程に進んだとき、経済学専攻科の主任教授は、いわゆる「マルクス経済
学」を専門とする教授でした。院生は私と早稲田大学から来た学生と2人でした。
しかし、近代経済学（現在の欧米流の経済学）を学んだ私たちは、戸惑いまして、2
年次からは京都大学から来られた教授の担当する「経済学説史」の研究室に移りま
した。当時はまだ近代経済学とマルクス経済学の研究者が多く混在したカリキュラ
ムも多く存在していました。そして、博士課程1年を経過したとき、創価大学が開
設され、幸いにも私は助手として採用されました。
4．私の研究分野
　私は経済学の分野では、いわゆる「マクロ経済学」の学問分野に興味を惹かれて
きました。大学院では「景気循環論」のような実態経済とも関係が深い分野を研究
してきました。助手に採用されてからは、当時の経済学部長から「金融論」の研究
を勧められました。その後今日まで書いた論文がおよそ40数本ありますが、そのう
ち半分は金融に関するもので、とくに金融政策論を研究してきました。
　その後の大学での教員生活では、学部、通信教育部を含めていろいろな学科目を
担当してきました。そのうち、振り返ってみると研究の中心となるのは「経済学」
「金融論」「日本経済論」となります。
　私が携わってきた科目のうち「経済学」は講義科目として長年授業を担当してき
ました。研究の分野としては経済学の応用としての「金融論」を扱ってきました。
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その後、学部の演習（ゼミ）では「日本経済論」の担当を要請されました。一般に
大学の専門の研究者としては、一つの分野を一生かけて研究することが普通といえ
ますが、私にとってはこの3つの分野は共通の研究対象でもありました。これは私
のその後の広い意味での経済学研究に大いに役立ちました。
5．時代の産物としての経済学
　さて、これらの科目の教育や研究を通じて、私は次のような研究の方向に強く惹
かれ、そうした傾向の論文を著してきました。それは、純粋な理論分析を行うこと
も大変重要でかつ主流をなすアプローチでありますが、より総合的な学識をもった
研究者に惹かれました。それは、現実の経済運営や経済政策を考えるとき、単純な
経済原理では実際の経済が割り切れない側面が多々あるということです。単純な経
済原理に基づく政策運営は地理的・歴史的な違いによって結果が大きく異なるから
です。現実を見れば市場原理主義に基づく政策運営も、極端な福祉政策を重視する
社会主義的な計画経済もそれぞれ万能でないことは明らかです。経済原理を説く経
済学にしても時代の産物として変化を遂げています。
　京都大学経済研究所教授（2000年時点）の佐和隆光という経済学者がいます。佐
和氏は「計量経済学」の分野で著名な研究者ですが、経済哲学、経済倫理の分野で
も多くの著書を発表しています。著書の『経済学とはなんだろうか』や『経済学に
おける保守とリベラル』（岩波書店）では、経済学が時代の産物であることについて
興味深い議論を行ってきました。現代の経済学が欧米の思想・時代の産物であるこ
とを指摘しています。時代や社会背景によって考え方や理論も変化してきていま
す。経済学史を勉強するとそのことがよくわかります。しかし、経済社会における
「保守」と「リベラル」すなわち、「自由」か「平等」かという選択は経済にとって
の尽きせぬ課題といえます。
6．現実に対する透徹した洞察力の重要性
　次に、経済学のような社会科学の場合、理論の追求と同時に透徹した現実認識の
重要さが大切だということです。こうした立場について強く惹きつけられた研究者
は伊東光晴氏でした。京都大学名誉教授（1999年時点）である伊東光晴氏は、ケイ
ンズ経済学研究の大家でした。伊東氏はやがて理論と現実の深い洞察の必要を強く
論じた論稿を多く発表してきました。私にとって最も印象に残る学者の一人です。
岩波書店から刊行された『経済学は現実にこたえうるか』（1984年）、『「経済政策」
はこれでよいか』（1999年）などは、雑誌『世界』や『中央公論』などに発表してき
た時論をまとめたもので理論と実際について強いインパクトを得た書物でした。伊
東氏の議論の背景にはケインズ経済学の透徹した理論的学識が骨格となっていま
す。そのうえで実態経済への深い考察・分析を考慮した時論は圧巻でした。
　同様に、東大教授の小宮隆太郎氏も私の私淑する学者の一人です。小宮氏は日本
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経済論の著名な研究者のひとりですが、経済学の分析手法を基礎としての日本経済
分析は強く惹きつけられた学者といえます。対象は日本経済論ですが、マクロ経済
学、国際経済学の理論をもとに日本経済に関する研究をおこなってきました。
　さらに、経済学者の小野善康氏も透徹した理論研究に基づいて経済政策の在り方
を示している優れた研究者の一人です。小野善康氏は大阪大学社会経済研究所教授
（2007年時点）で『貨幣経済の動学理論』（東大出版会）や『金融』（岩波書店）など金
融理論の優れた理論研究者です。また啓蒙書として『不況のメカニズム』（中公新
書）、『景気と経済政策』、『景気と国際金融』（いずれも岩波新書）などを著していま
す。「不況のメカニズム」では経済不況のさまざまな考察を行う中で、その対応す
る政策は「伝統的な新古典派経済学」の政策論と「ケインズ学派」の論ずる政策論
では全く逆の政策が提唱されるという考え方の違いを明かしています。
　昨今、ケインズ政策の限界などが語られますが、先の伊東氏にしても小野氏にし
てもケインズ経済学の学問体系を深く学び体得された人々です。しっかりした理論
体系をもとに現実を把握し論述する視点には強い共感を覚えます。
7．歴史・国際情勢に通暁した学識の大切さ
　経済学や金融論を純粋な理論体系として理解し研究するという立場からは、理論
考察の思考法や分析手法がもっとも基本的なアプローチとなります。しかし、現実
の経済現象を考察し政策を立案する立場からは、幅広い総合的な学識が要請される
ことになります。
　このような点で私が強い親近感を抱いているもう一人のエコノミストが寺島実郎
氏です。寺島氏についてはテレビにも多く出演していますので、ご存じの方も多く
おられることと思います。寺島氏は、（財）日本総合研究所会長をはじめ、研究所
長、企業の執行役員、大学の客員教授などの肩書を持って活躍されています。寺島
氏は三井物産の調査部や業務部を経て、（米）ブルッキングス研究所に出向してき
たという経歴を持つ人です。
　寺島氏の著書のうち『二十世紀から何を学ぶか』（上）・（下）という書物があり
ます。寺島氏の説得力のある論説は、寺島氏が世界の多くの国に滞在し、かつ日本
の歴史に通暁していることです。広く世界の政治・経済・社会の実態を知り、また
日本の歴史的な洞察を十分に持ち合わせているということは大変な強みといえま
す。寺島氏はまた、実務面で経済に対する具体的なアイディアなども唱えています
が、説得力のある主張を展開しています。
　現代のようにグローバル化した社会ではこうした国際的な実態認識や歴史認識は
とくに大切と思われます。このような経験は誰しも容易に得られるわけではありま
せんが、読書などを通じて著者の知識や考えを学ぶことは可能です。寺島氏の意見
に対する賛否はともかく、こうした学識を吸収することはこれから社会に飛び立つ
若者にとって大変貴重な財産といえるでありましょう。
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8．むすび
　最後に、大学解体を叫ぶ学生運動のさなかに、新しい大学を建設された創立者池
田大作先生の創価の教育に学ぶ、本学の学生たちの今後の成長・ご活躍を期待し
て、私の最終講義とさせていただきます。長い間本当にありがとうございました。
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